
 

図－4 応急工事施工後（アラミド巻き） 

 

図－3 P3 被災状況（躯体下部損傷） 

 

図－2 P15 被災状況（躯体下部損傷） 

新潟県中越地震により被災した無筋コンクリート橋脚の災害復旧 
 

JR東日本 正会員 ○鋪屋 幸一 

JR東日本 波場 志郎・渡辺 弘治 
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１．はじめに 

 飯山線内ヶ巻越後川口間の魚野川橋りょうは，新潟県中越地震の震源地近くに位置し，地震により橋脚躯体の水平のずれ等の

損傷を受けた．損傷した橋脚のうち，打継部でく体に水平方向のずれを生じた無筋コンクリート橋脚については，鉄筋コンクリ

ート巻き（以下 RC巻きという）により，また目地切れや橋脚下部の間知石が一部剥落した河川部の石積み橋脚では，メッシュ

筋をアンカー筋で固定し断面を修復したあと，アラミド繊維シート 2層巻きで復旧した． 

今回，さらに恒久対策として，橋脚の RC巻き補強を行ったので報告する． 

２．飯山線魚野川橋りょうの概要 

 飯山線魚野川橋りょう（橋りょう全長 364ｍ）は，1920年代に完成した単線上路鈑桁橋（20連）であり，信濃川水系一級河

川魚野川及び国道 17号線，主要地方道小千谷・川口・大和線を跨いでいる（図－1）． 

 橋台は無筋コンクリート構

造であり，橋脚は河川部（P3

～P11）が組積構造（内部に

コンクリートが充填された石

積み構造）で河川部以外は無

筋コンクリート構造である． 

 基礎構造は，河川部がケー

ソン基礎形式，河川部以外は

直接基礎形式であり，河川部

のP3～P10については，1970

年代に基部の周辺に根巻き補

強が施されている． 

３．地震による被害状況 

新潟県中越地震による被害の主なものとして①P14，P15の橋脚躯体下部の水平のずれ（図－2），②断面貫通ひび割れおよび

橋脚躯体下部のコンクリート，間知石の剥落（図－3），③橋台躯体の前面ずれ，④橋脚躯体上部の損傷，等があった．地震発生

後の復旧として，①水平ずれが生じた P14，P15の RC巻き，②断面修復及びアラミド繊維シート巻き（図－4），③断面拡幅及

びグランドアンカー工と鋼矢板による応急翼壁施工，④断面修復及び桁座の復旧を行った． 
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図－1 魚野川橋りょう平面図 
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図―7 陸上部橋脚補強（Ｐ１８コンクリート打設状況） 

図－8 河川部橋脚補強（Ｐ７コンクリート養生中） 

 
図－6 河川部橋脚補強配筋図 

 
図－5 陸上部橋脚補強配筋図

 ４．恒久対策概要 

恒久対策の対象は，既に RC巻き補強した P14，P15及び被災のなかった P2，P12を除く 15橋脚及び A2橋台とした．また，

恒久対策工事は設計施工上及び協議上の点から，①2A橋台部 ②陸上部 ③河川部の 3パートに分けて進めた． 

橋脚の RC巻き補強設計は，鉄道構造物等設計標準（耐震設計）等を参考に，橋脚く体の鉄筋配置を決定した．また，地盤条

件が比較的よいこと，工期が限られていることから，橋脚地中部の前面ばね等を考慮し，地震時に橋脚躯体に作用する応力が小

さくなる位置を特定し，それより上部での補強とした． 

① A2橋台部の恒久対策 

 復旧工事として橋台前面に施工した鋼材をそのまま

恒久対策として用いることとし，塗装等を施工した．ま

た，左翼壁は，のり勾配にあわせ上部を切断し，前面に

コンクリートを施工した． 

② 陸上部（無筋コンクリート橋脚） 

 軸方向鉄筋は，地震時に橋脚躯体に作用する応力が小

さくなる位置より下に，必要な定着長を確保し定着する

こととした． 

耐震補強上必要な鉄筋量を配置し，鉄筋コンクリート

の巻き立て厚は、200mmとした．軸方向鉄筋の定着部

は，軸方向鉄筋の応力が大きいと軸方向鉄筋の付着が低下し，割裂ひび割れを起すなど，補強効果が低下することが考えられる

ため，軸方向鉄筋下部から定着部の範囲について，帯鉄筋を 125mmピッチとした（図－5）． 

橋脚まわりの平均掘削深は 2.5m であるため，施工にあたり，ライナープレート

を仮土留として使用した．陸上部全 6 橋脚のなかでも困難だったのが国道 17 号線

の上下線間に位置する P18橋脚であったが，上下線間の車道幅員縮小をしての施工

を行い，埋戻し復旧は砕石を投入して入念に締め固めた．コンクリートの収縮ひび

われを防止するため膨張材と AE減水剤を使用し，3回打設とした．（図－7）なお，

コンクリートの強度は 21N/mm2 とした. 

③ 河川部（組積橋脚） 

 河川部の橋脚は組積構造であるが，過去に洗掘対策として鉄筋コンクリートによ

る根巻き補強を行っている．そこで，組積部のみの RC巻き補強を行い，軸方向鉄

筋は，地震時に橋脚躯体に作用する応力が小さくなる位置より下に，必要な定着長

を確保し，定着することとした．根巻き鉄筋コンクリート内に軸方向鉄筋を 30φ以

上の定着させるため，根巻き鉄筋コンクリート上部から底面へ 1 橋脚あたり 30 本

のコア（最深約 3.9m）を削孔し鉄筋を挿入した．軸方向鉄筋の継手は，熱間押抜に

よるガス圧接とした．（図－6） 

足場は，低水敷上にある 3Pを除きすべて吊足場による施工とした． 

巻厚は陸上部と同様 200mm とし，コンクリート打設は，河川両岸にポンプ車を

配置し，橋側歩道に配管しての打設を行った．（図－8）コンクリートは、陸上部と

同様の強度，配合とした． 

 施工時期については非出水期となる 11月～3月の間で行った． 

 ５．まとめ 

 被災した橋脚について，飯山線魚野川橋りょうの恒久対策を報告した．最後にこの場を借りて本工事に関係した皆様に感謝申

し上げる． 
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